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INSPEC 検索演習 九州工業大学様(全キャンパス) 

１．一般検索(前方一致検索、項目指定、演算) 
 
 
 
 
 
Web of Science のタブ選択を確認します。 

検索語欄一行目に “energetic neutral atom*” (アスタリスクは語尾変化をすべて許すことを意味し、ダブ

ルクオーテーション記号でその内側の文字列がフレーズであることを指定しています。)を記入し、右横の 

in 以降の項目選択を Topic のままにします。 

検索語欄二行目に”emission*”を記入し、項目を Author から Topic に変更します。検索語入力欄左横の演

算子を AND のまま、         をクリックし検索を実行します。 
２．レコード表示(引用文献) 
 

 

 

 

 

上記の検索結果表示レコードの一つについてタイトル部分をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Back to results list をクリックして検索結果へもどります。 

 

出力項目中の著者(Author)と Controlled Indexing

の用語には青い色でリンクが示されます。クリック

すると、当該用語の検索を行います。 
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３．Refine Results 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
このように、分類概念語によって絞り込みが行えます。また、Source Titles の右矢印をクリックすれば、

収録誌のランキングを求めることが可能です。Document Types 欄の CNFERENCE PAPER をチェックして

Refine をクリックすれば、会議録データに絞ることができます。それぞれをお試しください。(ランキン

グ数を大きくしたい場合などは後述の「Analyse」機能を使用します。) 

 

さらに Back to previous をクリックして検索結果リストに戻ります。 

 

４．リゾルバによる情報資源への誘導 
 

 

 

 

“Magnetic pole” と “stellar rotation” を上図のように記入して検索します。 

 

 

 

 

検索結果画面の左側に表示される Refine Results によって、

特定の候補条件による絞り込みが行えます。候補のベスト 5

がランキング表示されています。たとえば Classifications 項

目から PLANETARY IONOSPHERES・・・を選んで Refine

ボタンにより絞り込み結果を求めます。 
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検索結果の中からたとえば Astrophysical Journal が収録元のレコードのリゾルバボタン(SFX ボタン)を

クリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入手閲覧可能な情報元へのリンクが示されます(電子ジャーナルサイト、所蔵確認、文献複写申し込みなど)。

希望のリンクをクリックして、オリジナルの情報を求めることができます。Citation Linker を使用すれば、

論文に割り振られた DOI 番号を入力して、原著を確認でき、リンククリックによって原著ジャーナルを表

示することもできます。 

５．Web of  Science にある被引用文献 
 

 

 

 

検索結果レコードのタイトル部分をクリックします。レコード表示画面の右側に Cited by: で示される被

引用文献数値と該当文献の書誌がリンクで示される場合は、そのリンクをクリックして、Web of Science

にある被引用文献を画面に表示させることが可能です。 
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Web of Science の該当レコードが表示されます。このレコードを利用して Web of Science において参考(引

用)文献、被引用文献、引用が共通している文献を出力可能です。Inspec 画面に戻るには、Return to Inspec 

をクリックします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
<< Back to results list  をクリックして検索結果に戻ります。 

 

６．データの出力 
表示レコード上部のボタンを使って任意のレコードを出力できます。この場合はどのレコードを出力する

かをチェックします。 

       印刷用に画面にレコードが整えられますので、        をクリックします。 

              レコードを電子メール配信します。 

       レコードを Marked List に追加します。あとでまとめて出力することが可能です。 

            レコードを EndNote Web に取り込みます。 

            レコードを EndNote デスクトップ版に取り込みます。 

more options をクリックするか、画面を最下部までスクロールすると、出力対象データをチェックする以外にも指定

して処置することが可能です。 

 
 
 
 
 
 
上部ボタン以外に 、        によってテキスト保存できます。 

References:参考(引用)文献 

Times Cited:被引用文献 

Related Records: 引用が共
通している文献 
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対象レコードの指定は、Step1 によって All Records on Page または範囲を番号記入して変更できます。

Step2 では plus Abstract を指定できます。Step3 で出力方法を指定します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
７．レコードの一括出力処理(Add to Marked List) 
 
 
 
 
 
 
 
 
例：”negative refraction” を Topic 項目で検索します。 

希望レコードにチェックして、        をクリックします。(検索および Add to Marked List をそ

の都度行って、レコードを蓄積可能。) 

画面上部の Marked List 部分をクリックし、マークしたレコードを表示の上、出力を指定します。(通

常個別に行う印刷、ダウンロード、e-mail、EndNote Web や EndNote PC 版への出力いずれも可能。) 

 

８．リファレンスツールへの取り込み(EndNote Web, EndNote PC 版) 
 
 
 
 
 
 
 
 
例：”Berry Phase”を入力し Topics 項目を検索します。 
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EndNote Web の場合 
あらかじめ利用者登録を行っておきます。(メールアドレスが必要。パスワードは規則に従う。) 

レコードにチェックし、 をクリックします。登録したアカウントを使って各自の

EndNote Web 利用ページにログインし、データを取り込みます。 

(投稿用に論文末に引用リストを作成するには、あらかじめ EndNote Web ページでプラグインのセットア

ップまたは EndNote PC 版 Ver10.02 以上のセットアップが必要です。) 

 

EndNote PC 版の場合 
あらかじめ EndNote PC 版を購入おいただく必要がございます。 

レコードにチェックし、画面をスクロールして画面下方の                 をクリッ

クしてデータを取り込みます。 

(EndNote Web と EndNote PC 版相互のデータ転送可能。) 

 

９．特別な項目の利用 
Numerical Data Indexing 

温度やサイズを検索するときなど、数値データの検索には、Numerical Data Indexing を使用します。 

 

 

 

まず検索対象項目について、下向きの矢印をクリックして Numerical Data の下方に表示される

size(meter)を選びます。こうすると、検索語入力欄に範囲を入力できる２つの入力欄が表示されますので、

上記のように指数表現を使って 6.0E-06 と 1.27E-04 を記入します。次に 2 行目に beam reasonator* 

と語尾変化すべてを検索するためにアスタリスク記号を添えて記入して Search をクリックします。 

 

Chemical Indexing 

化学構造などの検索には Chemical Data 項目を使用します。すべての化学索引項目(All chemical roles)

と、それ以外に個別の分類項目７種類が以下のように用意されています。 

 

 

 

 

 

例として All chemical roles を指定して、以下の検索を試します。 
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検索結果の一つのタイトルをクリックしてみると、表示レコードの項目の Numerical Data Indexing や

Chemical Indexing の用語に例をみることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シソーラス(Controlled Indexing) 

統制語を検索するには、検索対象項目を Controlled Indexing に変更して用語を記入します。しかしこの

項目は、厳密に定められた用語しか検索できないので、Inspec Thesaurus にある語を使用する必要があり

ます。このような厳密入力検索以外に、Topics 項目を検索し、「結果レコードの Controlled Indexing 項

目にある語をクリックすると自動的にその統制語による検索が実行」される機能を利用する方法もありま

す。いままでの検索結果のレコードから、Controlled Indexing に記載されている語をクリックして確認し

てみてください。 

 

１０．Analyse 
 
 
 
上記のように”Continuous phase transition”を記入し、検索します。 

レコード表示リスト右上の Analyze Results をクリックします。(簡易な Analyze は、前述のように、左側

領域の Refine Results 欄を使用して行うことができます。) 
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Source Title を指定し、対象件数などを決定し、     をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

 

その他の例題： 

A．iPS 細胞について書かれた文献のうち引用が最も多い文献を特定し、この論文が引用されたら引用論

文をメール配信されるよう設定します。(Create Citation Alert) 

ips cells を Topics 項目で検索。 
            をクリックしてレコードの被引用順にリスト表示させます。 

引用数の最も多い文献のタイトルをクリックして詳細を表示します。 

画面右側の           をクリックします。 

 

登録したアカウントを入力します。アラートフォーマット(Plain Text, HTML など)を決めます。 

 

B. 所属検索 

九州工業大学所属の研究者の論文を探すためには、検索語入力欄に Kyushu Inst Technol を記入した上、

右側の項目を Address に変更し、Search をクリックします。 

 

C. 著者検索 

Roy, S を検索するには、項目を Address に変更し、検索語入力欄にアスタリスク記号を用いて Roy, S* と

記入して Search をクリックします。 
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Tips 
 検索履歴による組み合わせ検索とレコード表示 

Search History タブをクリックし、検索式と演算子にチェックし検索します。また、検索式番号右

横の結果レコード数値をクリックすると、それらレコードリストを画面表示します。 

 前方一致、ワイルドカードの種類と記号 

無制限変化 *  、1 文字変化 ?  、0 または 1 文字変化 $ を語尾あるいは語中に記入します。 

 演算子のおもな種類  

 論理積(共通の集合) AND 、同一センテンス内の論理積 SAME 、隣接 フレーズの表現通り 

   倫理和 OR、否定 NOT 

 検索式の保存、Alert 配信 

Search History タブをクリックします。                        をクリックし、登録アカウント

を入力します。History Name、メールアドレス、配信頻度などを記入し Send Me 欄にチェックした

上で保存します。 Web of Science でアカウント登録が必要です。 

 

      

 

 

 

 

 

 


